
　年度・月

管理委員会②10/15 管理委員会③1月中旬 管理委員会④3月末

調査整備委員会①10/24 　　　調査整備委員会②12/23 調査整備委員会③2/17

文化庁協議10/17 文化庁協議12月中旬 文化庁協議2月上旬

ボーリング調査（2ヵ所）実施

予定（史跡整備）

予定（便益施設） 条件確定→ プラン仮決定→ 成果物提出期限→

6

関係団体アンケート・ヒアリング
（障害者団体・ボランティアガイド等）

整
備
工
事

整
備
工
事

実
施
設
計

主要動線確定　→ 設備・舗装確定→ 設計内容確定→ 成果物提出期限→　　　

              周辺住民説明会
（近隣住民・町内会・犬山北のまちづくり推進協議会 など）

市民向け説明会
（全市民対象、発掘調査報告含む）

3 文化庁協議

4 市民説明

2
犬山城調査整備
委員会

5 その他

1 犬山城管理委員会

12 1 29 10 11

大手門枡形跡（犬山城入口ゾーン）基本設計業務　全体スケジュール

R8 R9 R10
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便益施設の検討事項 

  

 犬山城の城内と城外を繋ぐ歴史的に重要な場所であった大手門枡形跡の一部に建設する便益施設

について、史跡整備内容との調和、バリアフリー、維持管理等を考慮し、効果的で実現可能な計画と

なるよう検討を行っている。なお、遺構の保護等の史跡に与える影響に関しては、犬山城調査整備委

員会や文化庁と協議･調整が必要である。 

 

１．ユニバーサルデザイン 

(1) トイレ等 

車いす使用者、オストメイト（人工肛門等を持つ方）、高齢者、子ども連れ親子など、さまざまな

利用者を想定し、それぞれに必要な機能をできる限り分散配置する方向で検討を行っている。 

①トイレ等の便益機能 

・男性用、女性用、多機能トイレ（車いす対応かつジェンダーレス対応） 

・多目的室（感覚過敏やパニックを起こしやすい方が休息をとるカームダウンスペース、イスラム

教徒等の祈祷スペースとして利用可能な空間を想定） 

・授乳室 

②トイレの機能及び仕様 

・オストメイト用設備（汚物流し、洗浄用シャワー水栓） 

・ベビーキープ（壁付けの乳児用いす） 

・フィッティングボード（壁付け折り畳み着替え台） 

・おむつ替え台（男性用、女性用トイレに設置） 

・ユニバーサルシート（壁付け折り畳み介助用ベッド） 

・手摺（小便器及び手洗いに設置） 

 

(2) 屋上の利活用 

整備された大手門枡形跡を俯瞰でき、史跡犬山城跡への関心と理解を深めるという視点がある一

方で、障害者や周辺住民への配慮が必要である。 

・スロープの設置、階段昇降機の設置、エレベーターの設置、目隠しルーバーの設置等 

 

２．省エネルギー配慮 

室内に取り込まれる日射熱を削減し空調負荷の低減を図るよう検討を行っている。 

・断熱性･遮熱性に優れた Low-E複層ガラスの採用 

・軒の深さ及び平面形状等の検討 

 

３．展示物の設計を見据えた構成 

展示物設計との調整がスムーズに行えるよう空間構成や内装仕上げの室内設計 

・映像投影、触知模型、パネル展示、床面展示などを見据えた検討 

 

４．近隣住民への配慮 

 来訪者の視線、施設による日影、空調設備の排気･音等、近隣住民への住環境に配慮した計画と

なるよう検討を行っている。 
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史跡犬山城跡(犬山城入口ゾーン)整備後の運用の検討について（案） 

 

１．大手門枡形跡の運用について 

(1)管理体制 

・常駐の管理人は配置しない方向で検討する。 

・道路と敷地の出入口には門やゲートは設けない。 

・便益施設の施錠は市職員または別施設の管理受託者により行う。タイマーによる自動での施錠・

開錠も検討する。 

(2)夜間運用 

・便益施設の開館時間は 9時から 17時までとする。 

・防犯のため、周辺環境に配慮した上で敷地内に街路灯を設置する。 

・人感センサーにより点灯する防犯フラッシュライトなど防犯設備の設置について検討する。 

・一時的な催事等の利活用は別途検討する。 

(3)車の進入 

・敷地の道路境界については、遺構の保護に配慮し、置き型の進入防止ポールなどにより区画して

車両の進入を防止する。 

・枡形内及び大手口は、道路とフラットに整備する計画である。この部分の一時的な催事等の利活

用を想定し、置き型進入防止ポール等を可動式とすることを検討する。 

(4)イベント貸し 

・文化財の普及啓発に資する一時的な催事等についての貸出を検討する。 

(5)事故発生防止 

・土塁には登らないよう、景観に配慮した上でサイン等による表示や、物理的な柵・ロープによる明

示を検討する。 

(6)その他 

・ボール遊びは原則禁止とする。 

・ペットの入場の可否については要検討。 

・ドローンの飛行は原則として禁止する。 

 

２．提供する便益機能について（スペースとの兼ね合いによる） 

(1)便益施設の機能 

・だれでも使いやすいトイレ（男性用、女性用、独立した多目的トイレ） 

・休憩スペース（ベンチ等の設置）、子ども連れが憩えるスペース 

・大手門枡形跡及び史跡犬山城跡全体への理解を助ける展示（パネル、映像、触れる模型、床面表示

など） 

・ボランティアガイドの待機スペース 

・授乳室、多目的スペース 

(2)施設外部の機能 

・史跡を眺めながら休憩できるベンチ 

・催事用外部電源 

・災害発生時の一時的利用も検討する（避難所は犬山北小学校、内田防災公園）。 

lgclt0569
テキストボックス
資料6


